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法

政

大

学

史

学

会

々

報

昭
和
三
十
年
三
月
七
日

率
業
論
文
要
旨
発
表
及
び
指
導
会

牛
後
十
時
終
了

藤
井
・
竹
内
・
丸
山
・
河
原
各
教
授
、
芥
川
助
手
、
大
学
院
・
学
部
学

生
約
四
十
名
参
加
。

三
月
二
十
九
日

新
制
第
五
回
率
業
式
挙
行
さ
る
。
卒
業
生
一
同
よ
り
、

「
東
洋
読
史
地

図
」
一
冊
寄
贈
を
そ
く
。

四
月
二
十
日

法
政
大
学
史
学
会
例
会
午
後
六
時
よ
り
、
於
四
番
教
室
。

例
会
に
先
だ
ち
、
単
位
履
修
方
法
を
中
心
と
し
て
の
、
ガ
イ
.
2
y
ス
あ

午
後
六
時
よ
り
於
七

O
番
教
室

右
終
了
後
引
続
き
例
会
(
新
入
生
歓
迎
会
)
あ
り
。

出
席
者
藤
井
、
竹
内
、
丸
山
各
教
授
、
芥
川
助
手
、
在
学
生
約
五
十

名。

六
月
一
日

法
政
大
学
史
学
会
委
員
会
於
研
究
室
、
春
季
史
蹟
調
賓
及
び
総
会
に

関
す
る
打
合
せ
。

六
月
十
三
日

史
蹟
調
賓
プ

リ
ソ

ふ
鰐
集
、
通
知
状
作
製
、
於
研
究
室
。

六
月
十
六
日

間

右

六
月
十
八
日

昭
和
三
十
年
度
法
政
大
学
史
学
会
総
会
及
び
諮
演
会
、
午
後
六
時
よ
り

於
七
十
番
教
室

事
業
報
告
、
会
計
報
告
あ
り
引
続
き
講
演
会

「
ト
イ
シ
ピ

l
の
歴
史
観
に
つ
い
て
」
文
学
部
長
谷
川
徹
三
教
授

参
会
者
藤
井
、
板
沢
、
竹
内
、
丸
山
各
教
授
芥
川
助
手
、
他
約
一

0
0名

六
月
十
九
日

春
季
史
蹟
調
査
「
武
蔵
国
分
寺
方
面
」

〔
行
程
〕
国
電
国
分
寺
駅
|
武
蔵
国
分
寺
社
(
資
料
見
学
)
|
府
中

l
大
国

魂
神
社
(拝
殿
内
に
て
宝
物
拝
観
、
昼
食
)
|
高
安
寺

(
古
文
書
解
読
、
寺

内
見
学
、
休
憩
)
|解
散

(午
後
四
時
)

参
加
者
藤
井
、

板
沢
、
竹
内
、
丸
山
各
教
授
芥
川
助
手
、
卒
業
生
、

在
学
生
(
大
学
院
、
学
部
〉
二
十
七
名

六
月
二
十
三
日

「
法
政
史
学
」
第
七
号
発
刊
さ
る
。

十
月
十
三
日

法
政
大
学
史
学
会
委
員
会
於
研
究
室

藤
井
、
竹
内
、
丸
山
、
河
原
各
教
授
、
芥
川
助
手

率
業
生
委
員
桜
井
、
安
岡
委
員

在
学
生
委
員
新
井
、
富
取
、
那
須
、
林
、

伊
藤
委
員

出
席

秋
季
史
蹟
調
査
、
公
会
講
演
会
そ
の
他
に

つ
い
て
協
議
。
特
に
月
例
会

一O
三
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(ぺ
仮
称
)
実
現
に
向
っ
て
努
力
す
る
旨
申
し
合
せ
あ
り
。

十
一
月
十
三
日
秋
季
史
蹟
調
査
「
東
村
山
方
面
」

〔
行
程
〕
西
武
線
東
村
山
駅

l
E福
寺
(
国
宝
建
造
物
地
蔵
堂
尼
学

)
l徳

蔵
寺
(
国
宝
元
弘
三
年
の
板
縛
見
学
・
昼
食

)
l将
軍
塚

l
荒
畑
富
士

l
西

武
園
駅
(
解
散
午
後
三
時
)

十

一
月
十
九
日
第
七
回
法
政
大
学
史
学
会
公
開
講
演
会
午
後
五
時
半
よ

り
於
学
生
ホ
1
ル

漢

民

族

の

南

支

那

発

展

に

つ

レ

て

教

授

河

原

正

博

欧
洲
士
産
1

蘭
、
英
に
あ
る
日
本
関
係
史
料
l

誇

師

岩

生

成

一

イ
ス
ラ
ム
建
築
特
に
そ
ス
グ
の
禅
式
の
変
遷
に
つ
い
て

(
ス
ラ
イ
ド
使

用
)

教

授

岩

永

博

十
二
月
五
日
法
政
大
学
史
学
会
第
一
四
月
例
会
午
後
五
時
半
よ
り
於

八
番
教
室
、

昭
和
三
十
年
度
卒
業
予
定
学
生
の
率
業
論
文
中
間
発
表
を
主
内
容
と
し

て
実
施

参
加
者
藤
井
、
板
沢
、
竹
内
、
丸
山
各
教
授
大
学
院
学
部
在
学
生
三

十
二
名

昭
和
三
十

一
年
二
月
二
日
法
政
大
学
史
学
会
第
二
回
月
例
会

研

究

発

表

院

政

々

権

に

つ

い

て

大

学

院

酒

巻

正

三

郎

君

収
入
の
部

前
年
度
く
り
こ
し
金

会

計

課

扱

(
民
一
釈
し
叫
ん
弘
)

E

E
ヘ
主
と
し
て
卒
業
J

E
主
f

生
納
入
会
費

¥

E
ヘ卒
業
生
納
入
会
費
J

zf及
び
寄
附

な

ど

¥

援

替

，
口

現
支
出
の
部

諸

行

事

費

雑
誌
発
行
関
係
費

雑

費

叩
年
長
へ
く
り
こ
し

f
T
 

昭
和
二
十
九
年
度
決
算
報
告

金計

一O悶
。
、
五
九
二
l

入
、
一
八
六
|

四
、
O
二
七

l

四
七
、

二
四
O
l

九
O
、
O
四
五
|

二
七
、
九
三

O
l

九
八

O
l

五
、
，
五
二
五
|

五
五
、
六

一
。

九
O
、
O
四
五

本
年
度
責
任
者

4
年

新
井
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南
北
戦
争
に
於
け
る
奴
隷
制
度
の
問
題

江
宵
町
人
意
識
に
関
す
る
一
考
察

ー
主
と
し
て
大
通
の
意
識
と
生
態
に
就
い
て
l

幕
末
に
於
け
る
尊
皇
援
夷
思
想
の
研
究

-
特
に
水
戸
藩
に
於
け
る
尊
皇
擦
夷
思
想
の
本
涼
に
つ
い
て
l

水
一
戸
藩
尊
壌
運
動
に
関
す
る
一
考
察

-
特
に
水
戸
落
尊
擦
運
動
の
興
隆
と
衰
退
の
要
因
に
関
し
て
|
阪

フ

ラ

シ

ス

革

命

の

成

し

遂

げ

た

も

の

泉

明
治
初
年
に
於
け
る
北
海
道
の
開
拓
及
び
政
策
に
つ
い
て

田

中
世
都
市
に
関
す
る
-
考
察
(
特
に
ド
イ
γ
商
業
史
と
関
係
し
っ
と仲

条

健

治

鶴

崎

和

子

橋

本

文

男

長

谷

部

光

生

昭
和
廿
九
年
度
史
学
科
卒
業
論
文
題
目

山
鹿
素
行
論
l
主
と
し
て
霊
転
車
一
品
目
揮
を
め
ぐ
る
古
学
思
想
に
書
c
i
伊

藤

幕
藩
体
制
の
行
詰
り
と
一
一
一
大
改
革

1
特
に
天
保
改
革
を
中
心
に
し
て
1

江

尻

風

戸
Il! 

三寿

手

助

伊

藤

須

賀

子

明
治
維
新
に
於
け
る
武
土
階
級
解
体
の
考
察

地
租
改
正
に
関
す
る
一
考
察

i
改
正
後
に
お
け
る
諸
問
題
l

仏
革
命
に
於
け
る
議
会
の
動
き

明
治
初
期
に
於
け
る
殖
産
興
業
に
つ
い
て

-
明
治
政
府
の
政
策
を中
心に
して
i

藤

正
徳
蒋
礼
時
に
於
け
る
王
号
復
興
問
題
に
間
関
す
る
一
考
察

守、、
4

ふ
b
n
l

名口
中

紀

原

誠

尾

清

豪
族
屋
敷
村
の
研
究

1
江
州
野
州
郡
北
村
の
場
An--

梅

景

清

野

鎖

国

の

経

済

的

要

因

に

つ

い

て

玉

村

十

左

雄

文

化

史

的

に

田

も

た

和

算

の

発

達

に

つ

い

て

菊

池

喜

-

明

治

二

年

新

川

郡

吉

姓

一

撲

に

つ

い

て

伊

東

正

一

先
史
時
代
の
島
田
川
下
流
地
域

1
地
形
と
住
民
に
つ
い
て
l

末

岡

忠

雄

国
家
建
設
初
期
以
前
に
お
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
宗
教
生
活
に
つ
い
て

片

岡

大

作

帰

化

人

の

研

究

山

本

定

信

近
世
封
建
社
会
後
期
に
於
け
る
農
民
騒
動
の
性
格
に
関
す
る
一
考
察

-
美
作
津
山
拝
捕
の
俊
民
騒
動
を
仰
と
し
て
i

船

津

昭

鎖

国

の

歴

史

的

意

義

に

関

す

る

一

考

察

今

井

伊
賀
地
方
に
於
け
る
奈
良
朝
寺
院
祉
に
就
い
て
の
一
考
祭

高矢堀

稔

近
世
村
落
構
造
と
百
姓
一
挨
|
特
に
福
島
会
津
地
方
の
場
合
l
水

イ
ギ
D
ス
に
於
け
る
一
八
三
二
年
の
選
挙
法
改
正
に
就
て

矢

郎明

宋
代
に
於
け
る
絶
対
君
主
制
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察

ー
特
に
官
僚
組
織
と
土
地
制
度
を
中
心
と
し
て
l

近
世
に
お
け
る
都
市
周
辺
村
落
の
変
質
過
程

!
江
戸
近
郊
世
巴
谷
の
場
合
l

雄

昭
和
三
十
年
三
月
史
学
科
卒
業
論
文
題
目
(
通
教
)

武裕夫治己

古
代
ギ
F

シ
ヤ
の
成
立
に
つ
い
て

近
世
封
建
社
会
の
構
造
と
農
民
生
活

一O
玉

上

栄

寿

口

五

郎

古
口

敏

夫

Il! 

渡

辺

清

助弘 雄

111野森

茂和

男泉賢
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武
蔵
薗
比
企
地
方
に
於
け
る
郁
生
式
文
化
の
研
究

-
武
蔵
国
東
松
山市
五
領
恐
怖
を中
心に
L
て
l

津

田

福

治

支

那

数

学

の

歴

史

性

比

留

間

好

次

資
本
主
義
の
発
展
に
と
も
な
う
階
級
分
化
と
自
由
民
権
運
動
の
坐
折

村

松

弘

広
田
町
川
流
域
の
石
器
群
に
つ
い
て
の
研
究
号
々
の
石
き
宇
治
勝

近

世

村

落

発

達

の

歴

史

後

藤

丑

敷

石

住

居

祉

の

研

究

下

回

中

村

藩

農

政

史

に

於

け

る

二

宮

尊

徳

の

影

響

横

山

和

伊
勢
志
摩
地
方
に
於
け
る
南
朝
勤
王
家
の
研
究
特
に
愛
州
に
つ
い
て

前

田

越
後
縮
市
の
時
代
的
発
展
に
つ
い
て
の
一
考
察

-
特
に
越
後
十
日
町
紡
を
中
心
と
し
て
l

羽

交
化
年
聞
に
お
け
る
村
松
領
内
の
農
民
騒
動
に
つ
い
て
長

芸
南
島
唄
の
変
遷

l
蒲
刈
島
を
中
心
と
し
た
1

重

胆
沢
城
に
つ
い
て

2

リ

t
A

千

安
房
の
沿
革
研
究

.
a
h
l

鈴

江

丙

時

代

の

駅

逓

制

度

(

飛

闘

に

つ

い

て

〉

金

秩
父
騒
優
事
件
の
研
究

1
明
治
憲
政
史
に
於
け
る
芸
開
1

上

徳

川

幕

府

の

中

核

を

な

す

機

構

に

つ

い

て

猶

搭

磨

風

土

記

・

と

宍

粟

郡

神

維
新
史
に
お
け
る
会
津
藩

l
特
に
呪
辰
破
空

Z
心
と
し
て
l
高

中

世

後

期

の

都

市

と

商

工

業

に

つ

い

て

笠

太

宰

府

の

起

源

と

組

織

に

つ

い

て

佐

竹井橋名原原指木 田森沢烏

正利 章 邦典誠良昭信隆

一O
六

米
沢
蕃
の
漆
政
策
に
つ
い
て

郷
村
成
立
当
時
の
農
民

銅
鐸
の
研
究

中藤 長

子之実

山 井 岡

和寛

昭
和
三
十
年
九
月
史
学
科
卒
業
論
文
題
目
(
通
教
〉

コ

一

業

惑

乱

を

め

ぐ

る

大

競

和

上

の

研

究

古

寺

昭

三

近

世

農

民

の

生

活

丹

治

英

一

天
草
地
方
に
お
け
る
エ
へ
草
乱
後
の
禁
教
政
策
の
研
究
田
中
義
人

江
声
時
代
高
山
郷
に
お
け
る
海
防
警
固
に
つ
い
て
古
ロ
ケ
別
府
義
則

近

世

村

落

人

口

に

関

す

る

一

考

察

安

沢

進

岡
崎
城
及
び
城
下
町

F

i

ド

花

井

文

昭

鎌
倉
時
代
の
仏
教
と
文
化

唱・

F

〈
¥
一
川
口
一

岩

田

晃

守
護
地
頭
の
研
究

J
f
t
-

石

和

田

章

長
曽
我
部
氏
と
豊
臣
氏
と
の
関
係

Z

H

片

岡

透

備

前

藤

戸

並

林

の

郷

坪

井

会

弐

三
原
城
構
築
に
み
ら
れ
る
戦
国
大
名
小
早
川
隆
景
の
意
図

岸

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
小
早
川
惣
領
家
の
発
展
と
関
係
寺
院

中伊井米名大

夫忍雄久行豊間男保夫茂一平二一三康二

江
戸
時
代
に
お
け
る
北
海
道
開
拓
の
概
要

志
摩
熊
野
海
践
の
研
究

璃
波
平
野
に
お
け
る
散
居
村
落
の
形
成

登
呂
を
中
心
と
す
る
原
始
時
代
の
文
化

我
が
国
に
お
け
る
中
世
の
封
建
制
度
に
つ
い
て

回

早

苗

川倉 山上藤本

康幹治順

清馬 男男助利

Hosei University Repository



越
後
地
方
に
お
け
る
国
造
の
研
究

宿
駅
「
原
」
の
研
究
・

臼
に勘
郷圏
内
展開
につ
L
て
1

明
治
維
新
前
後
に
お
け
る
農
民
生
活
の
実
相
に
つ
い
て

福
岡
県
(
福
岡
薄
)
践
平
木
の
門
司
令
1

関
所
の
研
究

近
代
初
期
に
お
け
る
教
育
の
展
開

伝
教
大
師
と
回
川

高
松
城
水
攻
の
一
考
察

明
治
初
年
に
お
け
る
北
海
道
の
開
拓
に
つ
い
て

-

特

に

幌

内

炭

坑

を

中

心

と

す

る

史

的

考

察

!

飛

岡

久

南
北
戦
争
後
に
お
け
る
南
部
の
大
プ
ラ
ソ
テ

l

シヨ

γ
農
業
の
変
革
と

γ
エ

ァ
、
グ
ロ
ッ
パ

1
制

度

に

つ

い

て

大

野

原

一

郎

歴
史
に
お
け
る
断
片
的
感
情
論

!
宗
教
、
田
川
想
、
そ
の
他
に
つ
い
て
!

ア
メ
リ
カ
革
命
の
思
想
的
経
済
的
背
景

フ
ラ
シ
ス
革
命
に
お
け
る
史
的
一
考
祭

地
方
に
お
け
る
手
工
業
の
研
究

i度安

辺回

亀和

宮

崎

三

郎

森

下

隆

亀

井

多

喜

雄

村

上

寛

岸

康

男
雁江蔵島

健昭 久昭

初吉本中

一夫

大
学
院
自
本
史
学
専
攻
修
士
課
程
卒
業
生

本
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
日
本
堤
学
専
攻
第
二
同
率
業
生
氏
名
及
び

卒
業
論
文
題
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

日

清

間

琉

球

所

属

問

題

の

苛

究

安

岡

昭

男

院

政

政

権

史

論

酒

巻

正

三

郎

用
水
・
治
水
問
題
よ
り
観
た
る
江
戸
近
郊
農
村
の
一
型
態

ー
と
く
に
一ニ給
地
と
し
て
の
和
泉
村
の
甥
合

l

黒

崎

江

菊

大

学

院

関

係

行

事

男一一一一一司

講
演
「
十
世
紀
よ
り
十
三
世
紀
迄
の
日
本
の
国
際
関
係
」
東
京
都
立
大
学
教

授
森
克
己
博
士

昭
和
三
十
年
十
二
月
一
一
一
日

談

於
大
学
院
二

O
四
号
室
修
了
後
質
疑
及
び
懇

第
ニ
回
鎌
倉
市
史
関
係
史
料
展
見
学

昭
和
三
十
年
十
一
。
一
月
十
一
日
(
日
)
於
鎌
倉
国
完
館

日
本
史
学
専
攻
学
生
及
率
業
生
計
九
名
、
板
沢
教
授
の
御
指
導
で
標
記
の

展
覧
会
を
見
学
。
展
示
さ
れ
た
の
は
、
昨
年
に
引
続
い
て
鎌
倉
市
史
編
纂
委

員
会
に
於
て
採
録
さ
れ
た
史
料
の
う
ち
八
十
二
点
。
当
日
は
編
纂
委
員
貫
達

人
氏
の
御
説
明
に
も
預
っ
た
。
な
お
会
場
に
は
井
上
光
貞
助
教
授
以
下
の
東

大
教
養
学
部
の
一
行
も
来
観
さ
れ
て
い
た
。
去
年
と
日
こ
そ
違
う
が
や
は
り

朝
日
招
待
国
際
マ
ラ
ソ
シ
大
会
当
日
で
あ
っ
た
の
は
奇
遇
と
い
え
る
。
帰
途

は
小
春
日
和
の
目
ざ
し
を
憎
ん
で
更
に
巴
宏
の
ば
し
、
源
頼
朝
・
大
江
広
元

の
墓
に
詣
で
、
暮
れ
や
す
い
一
日
を
有
意
義
に
過
し
た
。

一O
七
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